
身体的拘束の最小化に関する基本方針

当院では、患者様の人権と尊厳を最大限に尊重し、安全で質の高い医療の提供に努めて

おります。この方針に基づき、当院では患者様または他の患者様の生命・身体を保護する

ため「緊急やむを得ない場合」を除き、原則として身体的拘束は行いません。

【身体拘束に代わるケアの実施】

私たちは、身体的な抑制（ひも等での縛り付け、ベッド柵の過剰な使用、行動の制限な

ど）に頼るのではなく、なぜそのような行動に至るのか原因を分析し、拘束を行わずに済

む安全なケア方法を常に検討・実践いたします。

【緊急やむを得ない場合の対応】

万が一、本人や周囲の生命および身体の保護のために「緊急やむを得ない」と判断して

身体拘束を行う場合は、医師が以下の「3 要件」を厳格に確認・判断した上で、ご家族へ

の丁寧な説明と同意を得て実施します。

  

切迫性：本人または他の患者様の生命・身体に危険が迫っていること

 　非代替性：身体拘束以外の方法で代替手段がないこと

 　一時性：身体拘束が一時的なものであること

ご不明な点がございましたら、お気軽に職員までお声がけください。
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